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バリューチェーンを通じた環境負荷の低減

つくる
つくるときのCO2を地中に貯留する

地球規模での環境対策が、あらゆる産業で求められています。日本製鉄は高機能な鉄鋼製品の供給を通じ
てさまざまな産業分野を支え、それらの産業のバリューチェーンを通じて環境負荷の低減に貢献しています。

ノーザンライツCCSプロジェクトのイメージ ヨーロッパの
注目CCSプロジェクト

鉄の貢献

CCS（Carbon Capture and Storage）は、工場や発電所などで発生するCO2を大気放散前に回収して、
地中深くに直接圧入し、半永久的に貯留する技術です。

製 造輸 送廃棄・リサイクル 使 用 天然資源

鋼管

海洋油田イメージ

海洋油田パイプライン敷設イメージ
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再生可能
エネルギー

高効率の
火力発電
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量
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収
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CO2

吸
収

世
界
の
主
要
な
C
C
S
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
開
発
初
期
段
階
の
も
の
を
含
め

る
と
50
カ
所
以
上
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
1
9
9
6
年
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
北
海
で
実
施
さ
れ
て
以
来
、

世
界
で
最
も
C
C
S
が
盛
ん
な
地
域
の

1
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
北
海
の
ノ
ー
ザ
ン
ラ
イ
ツ
、
イ

ギ
リ
ス
北
海
の
エ
イ
コ
ー
ン
、
オ
ラ
ン

ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
沖
の
ポ
ル
ト
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ノ
ー
ザ
ン
ラ
イ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
オ
ス
ロ
な
ど
の
都
市
部
発
生
の

C
O
2
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
鋼
会
社
発
生

の
C
O
2
を
加
圧
液
化
し
て
船
で
一
時
備

蓄
基
地
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
総
延
長

約
1
0
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
底
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
で
北
海
北
部
の
海
底
ま
で
運
び
、

油
井
管
で
深
度
2
・
5
～
3
・
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
地
層
に
半
永
久
的
に
貯
留
す
る

計
画
で
す
。

パ
リ
協
定
で
は
、
2
0
5
0
年
に
世

界
の
平
均
気
温
上
昇
を
2
℃
未
満
に
抑

え
る
た
め
、
C
C
S
に
よ
る
C
O
2
貯
蔵

は
年
間
約
2
・
4
ギ
ガ
ト
ン
が
必
要
と
試

算
し
て
い
ま
す（
I
E
A
調
べ
）。
ノ
ー
ザ

ン
ラ
イ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
フ
ェ
ー

ズ
が
年
間
1
・
5
メ
ガ
ト
ン
規
模
で
あ
り
、

そ
の
約
1
6
0
0
倍
以
上
の
規
模
が
求

め
ら
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
油
井
管
、

ラ
イ
ン
パ
イ
プ
と
も
に
既
存
の
流
用
に
加

え
て
一
部
新
設
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
、
今

後
さ
ら
な
る
C
C
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

加
速
に
伴
っ
て
、
C
C
S
が
当
社
鋼
管

の
新
し
い
市
場
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

世
界
の
累
積
C
O
2
排
出

14
％
減
を
担
う
た
め
に

私
た
ち
は
豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
中
に
埋
ま
っ
て
い

た
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
を
取
り
出
し
て
消
費
し
て
き
ま

し
た
。
化
石
燃
料
を
使
用
す
る
と
C
O
2

が
発
生
し
ま
す
。
直
接
的
・
間
接
的
に

C
O
2

排
出
の
多
い
石
油
産
業
で
は
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
手
石
油
各
社
が

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
量
を
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ（
※
）と
す
る
削
減

目
標
を
発
表
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
な
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
手
石

油
各
社
は
、
実
質
的
な
C
O
2

排
出
量

の
削
減
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト（
排
出
さ
れ
た
C
O
2

を
ほ
か
の
場
所
で
吸
収
し
た
り
、
削
減

し
た
り
す
る
こ
と
で
埋
め
合
わ
せ
る
仕

組
み
）の
手
段
で
あ
る
C
C
S
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

C
C
S
は
C
O
2
を
単
純
に
地
中
に

埋
め
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

生
産
性
が
低
下
し
た
油
田
に
C
O
2
を

圧
入
す
る
こ
と
で
残
っ
て
い
る
原
油
の

流
動
性
を
高
め
回
収
率
を
上
げ
る
技
術

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
I
E
A（
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）報
告
書
で
は
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
累
積
C
O
2
削
減

量
の
14
％
を
C
C
S
が
担
う
と
予
測
さ

れ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
切
り

札
の
1
つ
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
海
底
深
く
の
地
層
に
C
O
2
を
貯
留

す
る
場
合
、
そ
の
環
境
は
過
酷
で
、
日

本
製
鉄
が
得
意
と
す
る
高
品
質
、
高

機
能
な
鋼
管
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た

C
O
2
輸
送
用
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
か
ら
圧

入
用
の
油
井
管
ま
で
、
お
客
様
の
要
望

に
合
致
す
る
製
品
を
幅
広
く
提
供
で
き

る
こ
と
も
日
本
製
鉄
の
強
み
で
す
。
現

在
複
数
の
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
と
C
C
S

を
含
む
温
暖
化
対
策
全
般
を
主
題
と
し

た
情
報
交
換
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て

い
ま
す
が
、
彼
ら
は
C
O
2

削
減
達
成

に
向
け
た
活
動
と
並
行
し
て
、
現
在
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
算
出
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
彼
ら
が

資
材
と
し
て
購
入
す
る
製
品
の
製
造
過

程
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
も
対
象

と
な
る
た
め
、
日
本
製
鉄
で
は
鉄
鋼
製

品
の
L
C
A
を
考
慮
し
た
製
品
種
ご
と

の
C
O
2
排
出
量
を
今
後
提
示
し
て
い

き
、
お
客
様
と
の
協
業
体
制
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
一
角
を
担
い
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

（
欧
州
日
本
製
鉄
・
松
田
裕
也
主
幹
）欧州日本製鉄

松田 裕也 主幹

日本製鉄の鋼管ラインナップ
CCSの貯留プロジェクトでも、CO2の輸送に
ラインパイプ、圧入に油井管が使われ、炭素
鋼から二相ステンレス鋼まで、潜在的な需要
があります。お客様の要望に合致する製品を
幅広く提供できることが日本製鉄の強みです。

CO2排出「実質ゼロ」とは

※ネット・ゼロ：CO2を排出したのと同じ量だけ回収して
　正味でゼロにすること。
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C
O
2
排
出
量
70
％
減
を

目
指
し
て

輸
出
入
を
合
わ
せ
た
日
本
の
貿
易
量

は
、
年
間
9
億
ト
ン
以
上
。
こ
の
う
ち
約

99
％
以
上
を
船
が
運
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
国
内
輸
送
量
の
約
40
％
を
船
に
よ
る

海
上
輸
送
が
占
め
て
い
ま
す
。
四
方
を

海
で
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
海
運
な
し
で

持
続
的
な
経
済
発
展
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

海
運
は
ト
ラ
ッ
ク
や
飛
行
機
な
ど
他

の
輸
送
手
段
に
比
べ
、
一
度
に
大
量
の

物
資
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
輸
送
単
位

当
た
り
の
C
O
2
や
大
気
汚
染
物
質
の

排
出
量
が
少
な
い
、
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
な
輸
送
手
段
と
い
え
ま
す
。
そ
の

一
方
で
新
興
国
の
経
済
成
長
に
連
動
し

て
、全
世
界
の
海
上
輸
送
量
は
増
え
続
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
増
加
が
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に

影
響
を
与
え
る
要
因
の
1
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の
N
S

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運（
株
）で
は
、
輸
送

単
位
当
た
り
の
C
O
2
排
出
削
減
目
標

と
し
て
2
0
0
8
年
比
で
2
0
3
0
年

40
％
減
、
2
0
5
0
年
70
％
減
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
船
の
大
型
化
・
省
エ
ネ
装

備
に
よ
っ
て﹃
よ
り
速
く
、
よ
り
遠
く
、

よ
り
大
量
に
﹄が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
燃
料
消
費
量
は
航
行
速
度
の

3
乗
に
比
例
し
て
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
こ
の
10
年
あ

ま
り
は
減
速
運
航
が
一
般
化
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に﹃
よ
り
遅
く
、
よ
り
近
く
、

よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
﹄と
い
っ
た
傾
向
が

はこぶ
ゼロエミッション化を進める 海運

製 造輸 送廃棄・リサイクル 使 用 天然資源

大型鉄鉱石専用船
全長329メートルは東京タワーの高さ
とほぼ同じ。幅57メートルは公式用
サッカーグラウンドよりやや狭いもの
の、3面分の甲板の広さを持っています。

18,000teu

80,000～119,999dwt

10,000～34,999dwt

3.0

5.9

7.9

80

435

大型コンテナ船

中型タンカー

小型バルカー

輸送手段別の輸送単位当たりのCO2排出量

リチウムイオン電池搭載型内航鋼材船「うたしま」

（単位：グラム/トン・キロ）

出典：ICS

通常はディーゼルエンジン運転で太平洋上などを航行しながら、同時に軸発電機を回転させ
リチウムイオン電池を充電。東京湾や大阪湾などの湾内ではディーゼルエンジンを停止し、
充電されたリチウムイオン電池から電動推進機へ給電し、プロペラを回転させることで、ディー
ゼルエンジンを使用しない運航を行うことができます。省エネのみならず、低振動・低騒音
により乗組員の居住環境改善を同時に実現した本船は、「シップ・オブ・ザ・イヤー2019 小
型貨物船部門賞」を受賞しました。

写真提供：NSユナイテッド海運（株）

写真提供：NSユナイテッド海運（株）



140メートルの長尺製品輸送にも対応

鋼材製品の積付け
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強
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
運

航
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
C
O
2

排
出
量
の
削
減
も
図
っ
て
い
ま
す
が
、

L
N
G
や
水
素
な
ど
の
次
世
代
燃
料
へ

転
換
、
有
人
自
律
運
航
な
ど
に
よ
る
輸

送
プ
ロ
セ
ス
の
高
度
I
T
化
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
脱
炭
素
化
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
N
S
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
海
運
・
村
上
悟
次
長
）

N
S
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運
は
、
日
本

製
鉄
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
鉄
鋼
会
社
、

資
源
メ
ジ
ャ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
会

社
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
主
軸
に
、
独
自

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
輸
送
の
質
と

効
率
、
そ
し
て
環
境
性
能
を
追
求
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
往
航
と
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
鉄
鉱
石・

石
炭
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
送
し
、
復
航

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
や
カ
ナ
ダ
の
鉄
鉱
石

を
日
本
に
輸
送
す
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

輸
送
を
展
開
。
国
内
で
は
内
航
貨
物
船

と
し
て
初
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
利

用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
推
進
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
す
る
鋼
材
製
品
輸
送
船「
う
た
し
ま
」

を
就
航
さ
せ
、
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
と
す
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
シ
ッ
プ
実
現
へ
の
道
筋

を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
外
航
と
内
航

を
カ
バ
ー
す
る
国
内
有
数
の
海
上
バ
ル
ク

輸
送
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
内
外
航
一

体
と
な
っ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
提
供

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
従
来
の
取

り
組
み
に
加
え
、
N
S
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海

運
は
10
月
1
日
付
で「
環
境
保
全
推
進
グ

ル
ー
プ
環
境
保
全
推
進
チ
ー
ム
」を
新
設

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け

た
対
策
な
ど
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
環
境

保
全
活
動
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
ま
す
。

「
環
境
保
全
は﹃
E
S
G
の
一
丁
目
一

番
地
﹄に
あ
た
り
ま
す
。
船
会
社
と
し
て

は
C
O
2
以
外
に
も
、
S
O
x
・
N
O
x

削
減
な
ど
の
大
気
汚
染
防
止
や
、
バ
ラ

ス
ト
水
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
、
さ
ら

に
船
舶
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
か
か
る
環
境

汚
染
防
止
・
安
全
確
保
な
ど
も
、
環
境

保
全
が
目
指
す
も
の
に
含
ま
れ
ま
す
。

究
極
の
循
環
素
材
で
あ
る
鉄
が
持
つ
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
優
位
性
を

さ
ら
に
確
固
と
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、

原
料
や
製
品
の
海
上
輸
送
面
で
の
環
境

負
荷
低
減
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
、
N
S
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運
の
使
命

で
す
。
一
方
、
海
上
輸
送
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
港
湾
設

備
や
制
度
な
ど
を
含
め
た
仕
組
み
づ
く

り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
船
だ
け
が
進
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
の
で
、

日
本
製
鉄
や
グ
ル
ー
プ
各
社
と
共
に
新

た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
低
炭
素
化
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
N
S
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海

運
・
関
健
太
郎
部
長
）

NSユナイテッド海運（株）
企画グループリーダー

関 健太郎 部長

NSユナイテッド海運（株）
船舶管理グループ　
技術管理チームリーダー

村上 悟 次長

製鉄のサプライチェーン対応例
外航(入) 鉄鉱石・原料炭・副原料を海外から
   使用船腹：400,000トン型超大型鉱石船
              ～8,000トン型近海船
外航(出) 鋼材製品の輸出・スラグなどのリサイクル
 使用船腹：60,000トン型ハンディサイズ
              ～8,000トン型近海船
内　 航　 国内の生産拠点へ原料を転送
 国内需要地へ鋼材製品を供給
 使用船腹：700～2,000トン型内航船

写真提供：NSユナイテッド海運（株）
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代替

天然資源素材製造製品製造製品利用製品寿命素材寿命

クローズドループリサイクル

カスケード利用

熱回収

埋立

つかう・リサイクルする
エコ容器素材ブリキの魅力スチール缶

優
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
性

何
度
で
も
何
に
で
も

生
ま
れ
変
わ
る

ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
な
ど

の
飲
料
容
器
に
ス
チ
ー
ル
缶
、ア
ル
ミ
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

私
た
ち
は
自
動
販
売
機
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
手
軽
に
こ
れ
ら
を
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
容
器
に
よ
っ
て
利

便
性
が
高
ま
っ
た
一
方
、
飲
み
終
わ
っ

た
容
器
の
ポ
イ
捨
て
や
使
い
捨
て
に
よ

る
ご
み
の
増
加
が
社
会
問
題
と
し
て
顕

在
化
し
て
き
ま
し
た
。
ポ
イ
捨
て
は
散

乱
ご
み
を
未
然
に
防
ぐ
美
化
活
動
が
各

地
で
行
わ
れ
、
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
も
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
向
上
に
よ
っ
て
一
定
の
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
み
る
と
、
ス
チ
ー
ル
缶

92
・
0
％
、
ア
ル
ミ
缶
93
・
6
％
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
84
・
6
％
で
、
日
本
は
欧
米

と
比
べ
て
も
非
常
に
高
い
水
準
に
達
し

て
い
ま
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高

い
理
由
は
、
磁
力
選
別
で
き
る
た
め
回

収
と
選
別
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
ス
チ
ー

ル
缶
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
再
利
用
で
き
る
工

場
が
全
国
各
地
に
立
地
し
て
お
り
、
近

距
離
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
一
口
に
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
っ

て
も
、
実
は
素
材
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
運

命
を
た
ど
っ
て
い
ま
す（
図
1
）。
近
年
、

ア
ル
ミ
缶
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
厳
密
な

分
別
回
収
に
よ
り
、
再
び
ア
ル
ミ
缶
や

製 造輸 送廃棄・リサイクル 使 用 天然資源

エコ容器素材ブリキの魅力スチール缶
高強度

保存性

密閉性

遮光性

図1　リサイクルの種類

リサイクル性 意匠性
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0.00 0.02 0.04 0.06 0.08 0.10 0.12

添加元素割合　(%) 

缶蓋アルミ

マグネシウム
アルミニウム
チタン
ケイ素
マンガン
クロム

スチール缶
（350mL）

アルミ缶
（350mL）

PETボトル
（350mL）

亜鉛
鉄
銅

アルミ缶胴

スチール缶胴 炭素：0.02～0.06、マンガン：0.03、アルミニウム：0.005

マンガン：1.3、マグネシウム：1.1、鉄、ケイ素 

マグネシウム：4.5、マンガン：0.15、鉄

酸化除去のされやすさ (相対値) 

ライフサイクルCO2排出［kg-CO2/容器］

出典：政策科学研究所（環境省請負調査 平成 16 年度（2004） 容器包装ライフ・サイクル・アセスメント
　　　に係る調査事業）

＊点線：ペットボトルリサイクル推進協会より参照

何
度
で
も
何
に
で
も
リ
サ
イ
ク
ル（
ク
ロ
ー

ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
）が
可
能
で
す

（
図
3
）。
そ
の
た
め
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

自
動
車
や
ビ
ル
、
橋
、
鉄
道
な
ど
、
リ

サ
イ
ク
ル
先
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
鉄
鋼
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

低
い
環
境
負
荷

ス
チ
ー
ル
缶
の
素
材
で
あ
る
鉄
は「
つ

く
る
」段
階
の
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
何

度
で
も
何
に
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能

で
す
。
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
性
の
高
さ
か
ら
、

「
つ
く
る
」「
使
い
終
わ
っ
た
あ
と
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
」と
い
う
一
連
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
で
の
C
O
2
排
出
量
は
、
ア
ル
ミ
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
他
素
材
に
比
べ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う

な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
素
材

の
性
質
上
、
ア
ル
ミ
缶
は
質
の
劣
化
・

変
化
を
伴
う
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
固
形
燃
料
化
、
焼
却
に
よ

る
熱
回
収
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
原

料
と
し
て
再
利
用
す
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
、
化
学
的
に
分
解
し
て
化
学

製
品
の
原
料
と
し
て
再
利
用
す
る
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
主
な
リ
サ
イ
ク
ル

方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
素
材
で
あ
る

ブ
リ
キ
は
も
と
も
と
不
純
物
の
少
な
い

高
純
度
の
鉄
鋼
製
品
で
あ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
性
に
優
れ
て
い
ま
す（
図
2
）。
ま
た
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
溶
融
後
に
酸
素
を
吹
き

込
む
際
、
ほ
と
ん
ど
の
不
純
物
は
酸
化

さ
れ
て
浮
上
除
去
さ
れ
る
た
め
、
鉄
は

き
れ
い
に
戻
す
こ
と
が
で
き
、
無
限
に

て
も
低
い
と
い
え
ま
す（
図
4
）。

2
0
1
8
年
の
国
際
規
格
化
に
よ
り
、

ス
チ
ー
ル
容
器
素
材
で
あ
る
鉄
の
特
徴

と
し
て
の
高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
果

を
、
環
境
負
荷
削
減
量
の
値
と
し
て
定

量
的
に
示
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
動
き
を
捉
え
、
日
本
製
鉄
は
今
後
、
鉄

素
材
の「
つ
く
る
」「
使
う
」「
使
い
終
わ
っ

た
あ
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」と
い
う
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
、「
つ
く
る
」お
よ

び「
使
い
終
わ
っ
た
あ
と
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
」段
階
の
C
O
2
排
出
な
ど
の
環
境
負

荷
の
値
を
、
ス
チ
ー
ル
缶
用
素
材
で
あ

る
ブ
リ
キ
品
種
に
お
い
て
、
国
際
規
格

I
S
O
1
4
0
2
5
に
準
拠
し
た
第
三

者
認
証
に
基
づ
く「
エ
コ
リ
ー
フ
」プ
ロ

グ
ラ
ム（
E
P
D
）で
積
極
的
に
公
表
し
、

消
費
者
に
示
し
て
い
き
ま
す
。

熱
回
収
や
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
が
不
可
逆
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
は
可
逆
的
な
リ
サ

イ
ク
ル
で
、
新
た
に
投
入
さ
れ
る
天
然
資
源
消
費
量
の
削
減
、
環
境

負
荷
物
質
排
出
量
の
低
減
、
廃
棄
物
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
考
え
る
と
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
ア
ル
ミ
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
よ
り
も
C
O
2
排
出
が
少
な
い
優
れ
た
容
器
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
で
資
源
物
と
し
て
収
集
さ
れ
る
と
、

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
価
値
あ
る
有
価
物
と
し
て
取
り
引
き
さ
れ
、
全
国

74
カ
所
に
の
ぼ
る
製
鉄
所
や
電
炉
工
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
資
源

循
環
シ
ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
機
能
性
向

上
に
貢
献
す
べ
く
取
り
組
み
つ
つ
、
こ
の
世
界
的
な
動
向
を
契
機
と

し
て
捉
え
、今
後
も
積
極
的
に
素
材
と
し
て
の「
鉄
」な
ら
び
に「
ス
チ
ー

ル
缶
」の
環
境
優
位
性
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
の
手
段
と
し
て
、〝
エ
コ
リ
ー
フ
〟プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
、
ブ
リ
キ
製
品
の
環
境
負
荷
低
減
を
数
値
で
見
え
る
化

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
を
製
缶
メ
ー
カ
ー
様
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
の
皆
さ
ん
に「
ス
チ
ー
ル
缶
で

包
装
さ
れ
た
商
品
を
消
費
す
る
こ
と
は
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
だ
」と

認
識
し
て
も
ら
い
、「
ス
チ
ー
ル
缶
」自
体
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
、

ス
チ
ー
ル
缶
需
要
の
創
出
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
が

し
っ
か
り
構
築
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　 

日
本
製
鉄（
株
） ブ
リ
キ
営
業
部  

野
田 

正
和 

主
幹

環
境
負
荷
の
見
え
る
化
で

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　日
本
製
鉄（
株
） ブ
リ
キ
営
業
部  

渡
辺 

利
彰 

主
幹

図2　容器材料の添加元素比較

図3　精錬時の酸化しやすさ

図4　ライフサイクルCO2排出　[kg-CO2/容器]
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缶強度
（突刺し強度）測定法

ニードル突き刺し

缶胴部にニードルを
突き刺し、突き刺し力
を測定

穴あき
缶胴部に穴が
あいた時点の
突き刺し力を
計測

=

突刺し強度0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12 0.13

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

缶胴壁厚（mm）

突
刺
し
強
度

（kgf）

スチール

アルミ

出典：スチール缶委員会

突刺し強度6.3～8.8kgf

突刺し強度3.0～4.3kgf

スチール缶は約2倍の強度があり、取り扱い面で安全、流通・保存性に優れている

まだまだある
スチール缶の特性
スチール缶はリサイクル性・
LCAでの優秀性などの環境負
荷面のほかにも、実はたくさん
の魅力があります。

■ 高強度　食の安全・安心を守る

■ 密閉性・遮光性・保存性　おいしさをより長く保つ

■ 意匠性　おしゃれなデザインを生み出す

スチール缶は他素材容器と比較しても強くて頑丈です。輸送中の揺れや落下時の衝撃だけ
でなく、スープやコーヒーなどで行われる高温高圧殺菌工程に耐えることができるため、
食品を安全・安心な状態で食卓へ届けることができます。

スチール缶は素材自体の密封性が極めて高いため、外部から空気や光、
菌を一切通さず、内容物が腐敗することなく、栄養分を逃がさず、風味
も長持ちするため、他素材容器に比べて中身を長期間おいしく長持ちさ
せることができます。こういった特性からも、スチール缶は持続可能な社
会の構築に向けた政府の取り組みの1つとして注目されている食品ロス削
減にも貢献する製品であるとともに、防災用備蓄食品などにも適しています。

スチール缶は素材の硬さゆえに、加工性に限界があると誤解されがち
ですが、実は違います。むしろ他素材容器と比較して高強度である
ことから、板厚を薄くすることができるので、優れた加工性を持ち
スチール缶特有の加工が可能です。また、表面のきれいな反射特性に
より、印刷インクを引き立たせ、麗美なデザインも実現できることから、
新しい容器デザインの可能性を持っています。

71年前の缶詰

液体ミルク

香川県小豆島で旧日本海軍の赤飯の缶詰が発見されました。日本食品分析セン
ターで内容物を分析した結果、細菌の検出はありませんでした。スチール缶の
優れた保存性が歴史的に証明されました。

2019年に日本国内で液体ミルクの製造・販売が許可されると、
災害時の過酷な環境も含めてミルクの品質を長期間安定に守る
ことができるスチール缶が包装容器
に採用されました。液体ミルクは温
めも調乳も不要で哺乳瓶に注ぐだけ
ですぐ使えるので、その利便性から、
働く子育て世代の日常生活にも広がっ
ています。液体ミルク用の容器として、
内容物を長期間保存させることがで
き、外部からの衝撃に耐え得る強度
を持つスチール缶はますます重宝さ
れる見込みです。

容器材料の強度比較　[内圧︲6kgf/cm2]

容器別賞味期限
飲料 ごま油 液体ミルク

鉄製容器 1～2年 2.5年 1年 2カ月
プラスチック製容器 半年～ 1 年 1.5 年 ───

瓶容器 1 年 2 年 ───
紙製容器 半年 ─── 6 カ月

写真提供：妖怪美術館

　従前より世界的に注目されている地球温暖化（CO2排出）問題に加え、近年は、マイクロプラスチックによる海洋汚染やプラゴミ
処理能力不足・不法輸出・投棄といった廃プラスチック問題が深刻化し、世界的な地球環境問題への関心はさらに高まってきています。
また世界には栄養不足の状態にある人々が多数存在するなかで、まだ食べることができる食品が大量に廃棄されている現状もあります。
持続可能な社会の構築に向けて、ここで紹介した環境性能に優れた「スチール缶」に包装された食品や飲み物などを選択（消費）することは、
日々の生活のなかで直面するこうした問題に対する私たちのエコアクションといえるのではないでしょうか。

写真提供：（株）明治

写真提供：大阪製罐（株）




